
韓国の養豚場で１７例目のアフリカ豚熱が発生！

異状があれば直ちに家畜保健衛生所へ連絡をお願いします。

自分の農場を守るため飼養衛生管理基準遵守等の再徹底！

＜発生予防対策の重要ポイント（抜粋）＞

（ア）人・物・車両によるウイルスの持込み防止
衛生管理区域、豚舎への出入りの際の洗浄・消毒の徹底
衛生管理区域専用の衣服、靴の設置と使用の徹底
人・物の出入りの記録
飼料に肉を含み、又は含む可能性があるときは、あらかじめ摂氏９0度・６0分
間以上の加熱処理を徹底

（イ）野生動物対策
飼料保管場所等へのねずみ等の野生動物の排せつ物等の混入防止
豚舎周囲の清掃、整理・整頓
死亡家畜の処理までの間、野生動物に荒らされないよう適切に保管

家畜衛生情報

ご不明な点がございましたら以下までお問い合わせください。
中央家畜保健衛生所：電話番号０５８－２０１－０５３０

３－８
令和３年５月８日

（参考）アジアにおけるアフリカ豚熱の発生状況
2019.2.6 モンゴル

2019.5.23 北朝鮮

2019.7.8 カンボジア

2019.12.17 東ティモール

2019.9.10 ベトナム

2019.9.29 ラオス

2020.4.23 インド

2021.2.3 フィリピン

2020.2.11 インドネシア

2020.11.4 ミャンマー

2021.2.2 香港

2021.3.19 マレーシア

2021.4.5 中国

2021.5.5 韓国

(2021年4月18日時点)
2019年からアジア各国でも発生が継続しています。

・江原道寧越（ヨンウォル）郡の黒豚農場で韓国内7か月ぶりに発生
・野生イノシシ防疫帯の農場にて豚の死体を
検査する過程で、母豚2頭の発生疑いを

発見し、5月5日、アフリカ豚熱と確定。
・韓国内の養豚場では、17例目
・寧越郡では、野生のイノシシで

11 件アフリカ豚熱が発生
（最近接は今回の農場から約 1.2 ㎞地点）


